


































































































































































開講年度学期 科目種 科目・クラス名 受 講 者
ケース１ 2013年度秋学期 教職課程 教育方法研究：クラスD ２年次以降
ケース２ 2013年度秋学期 専門必須 教育方法学 ３年生
ケース３ 2014年度春学期 専門必須 教育学プレゼミⅠ １年生





4 3 2 1 0
ケース１（n＝66） 37 23 3 2 11
ケース２（n＝59） 29 19 8 2 1
ケース３（n＝111） 71 32 5 3 0










4 3 2 1 0
ケース１（n＝64） 41 15 5 3 0
ケース２（n＝59） 39 13 5 1 1
ケース３（n＝110） 67 25 18 2 0











4 3 2 1 0
ケース１（n＝59） 4 11 13 12 10
ケース２（n＝59） 9 11 11 15 13
ケース３（n＝98） 36 18 19 13 12








4 3 2 1 0
ケース１（n＝75） 16 5 1 16 37
ケース２（n＝59） 2 2 4 10 41
ケース３（n＝104） 27 11 12 10 44














































4 3 2 1 0
ケース１（n＝67） 1 10 23 22 11
ケース２（n＝59） 5 18 17 13 8
ケース３（n＝113） 9 22 32 38 12
















































早稲田大学，2012，WasedaVision 150， URL http://www.waseda.jp/keiei/vision150/about/about.html， （2014
年９月10日アクセス）．
188
写真５　２スクリーンを用いた例
授業におけるアクティブ・ラーニングとオーディエンス・
レスポンス・システムの使用に関する学生の印象評価
早稲田大学情報企画部情報企画課，2014，eClicker利用マニュアル， URL http://www.waseda.jp/navi/doc/
eClickerManual.pdf， （2014年９月10日アクセス）
注１　アクティブ・ラーニング：教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的
な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修することによって、認
知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問
題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれるが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディ
ベート、グループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。（中央教育審議会，
2012b）
注２　クリッカー：学生一人一人が手のひらサイズのリモコンを持ち、講義中に出される質問に対し
てリモコンの番号を押して回答するシステムで、学生の回答は瞬時に集計され、結果がグラフ等
でスクリーンに映し出される。講義者と学修者の双方向コミュニケーションを可能にするツー
ルの一つであり、学生の集中力を保つとともに、学生の理解度をその場で把握して授業に反映す
ることができ、授業の質を高めるうえで効果的な方法の一つとされている。（中央教育審議会，
2012b）
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